
高感度小型高感度小型高感度小型高感度小型ＧＰＳＧＰＳＧＰＳＧＰＳモジュールモジュールモジュールモジュール GPS 
 
・アンテナ内蔵で 32×32×9mmと大変小さいＧＰＳ受信モジュールです。 
・電源をつなぐだけでＧＰＳ位置情報を得ることができます。 
・標準フォーマットＮＭＥＡ－０１８３に準拠 
・ＲＳ２３２Ｃレベル／ＴＴＬ両対応で組み込み用に最適です。 
・ＧＰＳを利用した次世代サービスの開発にいかがでしょうか？ 
・Google Mapなど地図情報サービスに注目が集まっています。 
・台湾一流メーカー製ＯＥＭモジュールです。ＬＳＩはソニー製  
■仕様（仕様はメーカー公表資料による） 

名称 小型ＧＰＳモジュール 
受信周波数 L1 1575.42MHz  C/A(Coarse Acquisition)コード 
精度 位置：２ｍ～２５ｍ 

移動：０．１ｍ／ｓｅｃ 
時間：±１μｓｅｃ 

測位時間（ＴＴＦＦ） コールドスタート：４０秒（平均） 
フォームスタート：３３秒（平均） 
ホットスタート：２秒（最短） 

感度 取込：－139dBm 
トラッキング：－152dBm 

ダイナミクス 高度：最大１８，０００ｍ 
速度：最大５００ｍ／ｓｅｃ 
加速度：±４ｇ 

データ更新スピード 約１回／秒 
サイズ ３２ｘ３２ｘ９ｍｍ（内蔵パッチアンテナ含） 
インジケータ 電波受信ＬＥＤ（赤色） 
通信 シリアル 

ＲＳ２３２Ｃレベル／ＴＴＬレベル両方使用可能 
通信レート：４８００ｂｐｓ（固定） 
８ビットデータ・１ストップビット，パリティなし 

フォーマット ＮＭＥＡ－０１８３フォーマット Ｖ２．２ 
ＮＭＥＡ：National Marine Electronics Association 
ＧＧＡ，ＧＳＶ，ＧＳＡ，ＲＭＣ対応 

電源・消費電流 ＤＣ５Ｖ±５％ 動作時：約８０ｍＡ 
バックアップ リチウム２次電池内蔵（リアルタイムクロック用） 
パフォーマンス 最大１２個の衛星まで追従可能 
端子 １．２５ｍｍピッチ ６ピン端子（専用ケーブル付属） 
動作温度 －１０℃～＋７０℃ 
保存温度 －４０℃～＋１００℃ 
湿度 ５％～９５％ 

※ＧＰＳの測位性能としてはごく標準的なものです。 
※防水・防滴加工は行われておりません。濡らさないでください。 



■端子配列 
側面コネクタ 

 
黄 青 赤 黒 緑 白 

TTL TX 

(TTL 送信) 

TTL RX 

(TTL 受信) 

電源 5V 

±5% 

電源 GND 

RS232 TX 

(RS232 送信) 

RS232 RX 

(RS232 受信) 

※※※※電源電源電源電源はははは真真真真んんんん中中中中のののの赤黒赤黒赤黒赤黒ですですですです。。。。電圧電圧電圧電圧・・・・極性極性極性極性をををを間違間違間違間違えないようごえないようごえないようごえないようご注意注意注意注意くださいくださいくださいください。。。。一瞬一瞬一瞬一瞬でもでもでもでも即破損即破損即破損即破損しますしますしますします。。。。 
※電源・配線の取り扱いミスによるクレームは受付していません 

・最初に電源を入れた場合、内部時計用バックアップリチウム電池の充電などのためにすぐにＬＥＤが点灯しない、データ出力しないこと

があります。数１０秒そのままにしておくと動作開始します。最初は電波の受信に時間がかかります（数１０秒） 

■スタートアップガイド 

とりあえず下表のように配線すれば、パソコンのターミナルに受信データが次々と表示されます。 
通信条件は 4800bps,データ８ビット,ストップ１ビット,パリティなし,フローフローフローフロー制御制御制御制御はなしはなしはなしはなしにしてください。 

ＧＰＳモジュール 用途 パソコンＲＳ２３２Ｃ端子（Ｄサブ９ピン（メス）） 
赤赤赤赤 ５Ｖ±５％ 該当なし［別途５Ｖ安定化電源に接続します］ 
黒黒黒黒 グランド（信号線・電源共通） Ｄサブ５番ピンと別途５Ｖ電源のグランド 
緑緑緑緑 →送信→ Ｄサブ２番ピン 
白白白白 ←受信← Ｄサブ３番ピン 

※ご注意：Ｄサブのコネクタはオスとメスでピン番号の並びが異なります。 
■よくある質問 

Ｑ．アンテナは別売りですか？ 
Ａ．このＧＰＳモジュールはアンテナ内蔵です。表の平面がパッチアンテナとなっております。このアンテナを空に向

けてご使用ください。 
Ｑ．電源はどのようなものが使用できますか？ 
Ａ．安定化した５Ｖが必要です。電流容量は１００ｍＡ以上をご用意ください。 

電源電圧・極性を間違えますと、モジュールが破損しますのでご注意ください。 
Ｑ．外部アンテナは使用できますか？ 
Ａ．外部アンテナ端子はありませんので外部アンテナは使用できません。本体とアンテナを分離することもできません。 
Ｑ．アンテナ部分にこすり傷や腐食があります。経年変化しているようです。 
Ａ．これはメーカー納入時からあるもので、品質には問題ございません。メーカー余剰在庫品や検査落ちの商品ではあ

りませんのでご安心ください。メーカーより正規に仕入れしております。そのままお使いください。 
Ｑ．ＮＭＥＡ－０１８３というフォーマットは何ですか？ 
Ａ．ＧＰＳで最も一般的な通信フォーマットです。単純なテキスト文字列で構成されていますので、ＲＳ２３２Ｃ通信

ソフトなどで動作確認が簡単にできます。国内外の多くのサイトで情報を得ることができますので、インターネットな

どで調べてみてください。このフォーマットは業界標準ですのでほとんどが NMEA-0183に対応しているはずです。 
Ｑ．データはいつから送信されますか？ 
Ａ．電源ＯＮとほぼ同時に 4800bps 8N1でデータを出力します。ＧＰＳ信号の受信の有無にかかわらず毎秒データを

出力します。最初に電源を入れたとき、内部バックアップ２次電池の充電のためしばらく送信されないときがあります。 



Ｑ．赤ＬＥＤについて 
Ａ．モジュールに付いているＬＥＤはＧＰＳ電波が受信できると点滅から点灯に変わります。点滅している場合は測位

ができませんので、常時点灯に変わる場所に移動してください。室内では受信できません。空が見える屋外で使用して

ください。ベランダでは上の階のベランダにさえぎられて（最上階以外は）うまく受信できないことがあります。電波

状況が良好なところであっても電源ＯＮ直後は数１０秒かからないとＬＥＤが点灯状態になりません。（ＧＰＳ測位は

すぐに開始・出力されません） しばらく置いてデータを観察してみてください。日本製のＧＰＳと比べると感度・測

位精度が劣ることがあります。（一流メーカーのＧＰＳは一般のお客様には販売しないことが多い） 
■使用上の注意 

・本モジュールは自己責任の上、正しくご使用ください。航空，運輸，船舶，防犯などの主たる制御部分には使用しな

いでください。 
・本製品はＧＰＳメーカーのＯＥＭ品です。取り扱いに際して、電波・電気的な知識があるエンジニアの方を対象とし

た商品となっています。ＯＥＭとは？・・・相手先ブランドで販売される製品を製造すること。 
・電波を使用しているため、環境により屋外でも信号を受信できない場所があります。信号を受信できない場合や GPS
モジュールに障害が発生した場合でも、リカバリーできるようシステム構築を行ってください。 
・車内・寒冷地区で使用される場合は動作温度範囲にご注意ください。 
・本モジュールを使用することで生じた損害・損失については一切その責任を負いません。 
・防水・防滴加工は行われておりません。濡らさないでください。 
・モジュールを調整することはできません。分解しないでください。 

Copyright © 2005-2006 Strawberry Linux Co.,Ltd. 
説明書第１版 2005.12.18 第２版 2006.1.10 第３版 2006.3.15 

第４版 2006.5.22 第５版 2006.6.28 第６版 2006.8.18 第７版 2006.12.1 
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

■ＮＭＥＡ－０１８３簡単リファレンス 

データは$GPで始まります。 
ＧＳＡＧＳＡＧＳＡＧＳＡ 

$GPGSA,A,3,02,04,06,08,10,26,27,29,,,,,02.1,01.0,01.8*0A 
A 測位モード（A=2D/3D自動選択）  
3 モード（１=受信不能, 2 = 2D ,3 = 3D） 

電波電波電波電波がががが受信受信受信受信できないときはできないときはできないときはできないときは１１１１になりまになりまになりまになりますすすす。。。。 

３Ｄ測位 

02,04,…,27,29 受信衛星番号 02,04,…,27,29 
02.1 ＰＤＯＰ  
01.0 ＨＤＯＰ  
01.8 ＶＤＯＰ  
*0A チェックサム  

 
ＧＳＶＧＳＶＧＳＶＧＳＶ 

$GPGSV,3,1,09,02,67,148,50,04,31,139,43,06,17,302,45,08,40,103,47*7E 
$GPGSV,3,2,09,10,59,331,55,13,05,044,00,26,34,229,52,27,32,063,51*72 
$GPGSV,3,3,09,29,50,234,52,,,,,,,,,,,,*4C 
3 全メッセージ数（受信衛星数によって変わる） ３行 
1 全メッセージ数のＸＸ番目を示す １番目 
09 受信可能衛星数 ９ 
02 衛星番号 ０２ 



67 仰角（度） ６７° 
148 方位（度） １４８° 
50 ＳＮＲ（デシベル） ５０ｄＢ 
… (衛星番号からＳＮＲまでの繰り返し)…  
*7E チェックサム  

 
ＧＧＡＧＧＡＧＧＡＧＧＡ 

$GPGGA,132544,3545.7081,N,13949.9745,E,1,08,01.0,00004.0,M,039.2,M,,*42 
132544 測位時刻  
3545.7081 N 緯度 北緯 35度 45.7081分 
13949.9745,E 経度 東経 139度 49.9745分 
1 受信クオリティ(0= 受信不能， 1 = 単独測位，2 = DGPS) 単独測位 
08 受信衛星数 ８衛星 
01.0 ＨＤＯＰ  
00004.0M 平均海水面からのアンテナ高度  
039.2M ＷＧＳ８４楕円体から平均海水面の高度差（m）  
 DGPSデータの時間（秒）  
 DGPS基準局の ID  
*42 チェックサム  

 
ＲＭＣＲＭＣＲＭＣＲＭＣ 

$GPRMC,132544,A,3545.7081,N,13949.9745,E,000.0,000.0,141205,,,A*76 
132544 測位時刻 世界標準時（UTC） 

（日本時間にするには９時間加算します。日付も補正が必要） 

電波が受信できなくてもモジュール内のリアルタイムクロッ

クにより時間を常に返します。 

13:25:44 UTC 
22:25:44 JST(日本時間): 

A ステータス（A=有効, V=無効） 有効 
3545.7081,N 緯度（度・分表記です）※Google Mapsなどでは度表記のため 

35+(45.7081/60)＝35.76180167度 

のように換算する必要があります。 

北緯 35度 45.7081分 
(分：00.0000～59.9999) 

13949.9745,E 経度（度・分表記です）※上記と同じ 東経 139度 49.9745分 
000.0 対地速度（ノット） ０ノット 
000.0 進行方向（度） ０° 
141205 日付（UTC） DDMMYY（日・月・年の順です） 2005年 12月 14日 
 地磁気の偏角  
A モード（A = 単独測位，D = DGPS，N = 無効） 単独測位 
*76 チェックサム  

■データの例： 

$GPGSA,A,3,02,04,06,08,10,26,27,29,,,,,02.1,01.0,01.8*0A 

$GPGSV,3,1,09,02,67,148,50,04,31,139,43,06,17,302,45,08,40,103,47*7E 

$GPGSV,3,2,09,10,59,331,55,13,05,044,00,26,34,229,52,27,32,063,51*72 

$GPGSV,3,3,09,29,50,234,52,,,,,,,,,,,,*4C 

 


